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1 はじめに 

近年，若者のテレビ離れや社会の急速なデジタ

ル化が進んでいる。マスコミ 4媒体の広告費（テ

レビ・新聞・ラジオ・雑誌）は年々減少しており， 

2021 年にはインターネット広告費がマスコミ 4

媒体の広告費を初めて上回った[1]。2011 年，マ

スコミ 4 媒体の広告費が 27,016 億円に対してネ

ット広告費は 8,062 億円であったが，10 年後の

2021年，マス広告費が 24,538億円に対してイン

ターネット広告費が 27,052億円と，2010年以降

のスマートフォンの普及に伴い， デジタル広告市

場の規模が急拡大していることが分かる[2]。しか

し，過度な訴求や複数のバナー表示によって不快

感を抱くユーザーも増加しているのが現状である。

そのため，今後はより個々のユーザーにパーソナ

ライズ化された広告が必要になると推測する。 

本稿では，広告の更なる発展のために， 若者を

中心としたデジタル広告の認知度のヒアリング調

査， また現在行われているデジタル広告の手法に

ついて調査し， 課題及び今後の展望について論じ

ていく。  

 

2 インターネット広告の定義及び各手法 

 本節では，インターネット広告の定義，又現在

多種に拡大してきたインターネット広告の種類と

その特徴について整理する。  

 インターネット広告とは，Webサイトやアプリ，

メールなどのインターネットを利用した広告・マ

ーケティング活動のうち，インターネット上のメ

ディア（媒体社）によって用意された有償で広告

枠に掲出されるものであり，「ネット広告」「オ

ンライン広告」とも呼ばれる。また，広告媒体の

広告掲載枠に掲載される広告自体がインターネッ

ト広告の範囲であると定義する[3]。 

インターネット広告の代表的な手法として， 

Google や Yahoo の検索結果ページで，上部もし

くは下部に表示される「リスティング広告（検索

連動型広告）」，  LINE， Twitter， Facebook， 

Instagram， TikTok などのプラットフォームに

配信する「SNS 広告」， 特定のメディアの広告

枠を買い取り掲載する「純広告」， メディア上の

記事やニュースなどのコンテンツの中に表示され

る「ネイティブ広告」， 成果報酬型の広告である

「アフィリエイト広告」， 広告が出稿可能な多数

の WEB サイトを集めた広告配信のネットワーク

の「アドネットワーク」， 動画で商品・サービス

の推奨を行う「動画広告」などが挙げられる。 

以上のように インターネット広告の種類は多

岐にわたっており， 現在も増加し続けている。イ

ンターネット技術の進歩により， 新たなインター

ネット広告が生まれる可能性があることから， イ

ンターネット広告に対する意識を向ける必要があ

る。 

 

3 インターネット広告の新たな取り組み 

現在， 海外の企業では ICT やそれを活かした

技術を積極的に活用している。代表例として， 本

節では AR（Augmented Reality）広告を取り上げ

る。ARとは，スマートフォンやタブレット，カメ

ラ付き端末などを使って，現実世界にデジタル情

報を付加し，仮想的に拡張する技術であり，AR広

告と，この ARを活用した広告手法である。 

AR 広告の種類は大別して「マーカー型」と

「GPS 型」の 2 つに分けられる。「マーカー型」

とは，事前に登録した画像や動画などのマーカー

と呼ばれるパンフレットやオブジェクトなどをス

マートフォンのカメラなどで読み込むことでユー

ザーに AR コンテンツを表示するものである。例

えば，スマートフォンでパンフレットを読み込む



と平面的な情報から立体物（3Dモデル）が浮かび

上がってくる体験ができる。一方で「GPS型」と

は，事前に AR コンテンツを出す場所を設定し，

ユーザーが指定場所で端末をかざすことで，AR

コンテンツを表示させるものである。これはスマ

ートフォンなどの GPS機能を利用している。 

以上のように AR 広告の種類を説明した上で，

ここでは， AR広告を導入している企業を 2例取

り挙げる。 

1 つ目の事例は，世界的スポーツメーカーの

NIKE である。NIKE はバスケットボールシュー

ズ「Air Jordan」シリーズにおいて，スナップチ

ャットの AR レンズを使い，ジョーダンによるダ

ンクシュートのシーンをスマホ画面に再現した。

また，EC プラットフォームの Shopify や EC サ

イト専用の物流会社 Darkstoreと提携し，ジョー

ダン本人が履いている「AIR JORDAN 3」をアプ

リ内で購入できるようにした。このような取り組

みを行った結果，「AIR JORDAN 3」はわずか 23

分で完売するなど，大きな反響を呼んだ[4]。   

さらには，クリオ賞の最優秀賞であるグランド

クリオおよびカンヌライオンズ Creative 

eCommerce 部門のゴールドライオンを受賞して

いる[5]。 

  ２つ目は，アメリカの大手ハンバーガーチェー

ン「バーガーキング」がブラジルで行った，ARを

用いて店舗を炎上させる「Burn That Ad」という

プロモーションを紹介する。これは，バーガーキ

ングの専用アプリを使って同業他社のファストフ

ード店の広告や看板に向けて画面をかざすと，炎

を上げて燃える AR エフェクトが現れるという仕

組みである。そして，ライバル店を AR エフェク

トで炎上させると，バーガーキングの看板商品で

ある「ワッパーミール」の無料クーポンを貰うこ

とができる。一見，過激なキャンペーンであるが，

ライバル店からの乗り換えを推進するプロモーシ

ョンはアメリカではよく行われている企画で若者

を中心に盛り上がりを見せ，また，このキャンペ

ーンによってアプリでの売り上げが 54.6％増加

した[6]。 

 

4 アンケート調査 

AR 広告の認知度やメリット・デメリットを明

確化するために，20代の若者を中心に AR広告に

関するアンケート調査を実施した。 

本調査の被験者は 10代以上の男女 108名とし，

実施期間は 2023年 2月初旬から 2月中旬である。 

4.1 AR広告の認知度及び利用率 

 まず AR 広告の認知度について問うたところ，

「知っている」と回答した人が 34.3％，「知らな

い」と回答した人が 65.7％であった。 

 また，「AR広告を利用したことがあるか」につ

いて問うたところ，「利用したことがある」と回

答した人が 10.2％に対し，「利用したことがない」

と回答した人が 89.8％という結果になった。 

 

 

図 1. AR広告を利用したことがあるか 

 

 デジタルに敏感な若者でも AR 広告について認

知度が高くないことが分かり，かつ利用する人も

約 1 割程度であるため，AR 広告が世間にまだ浸

透していないことが分かる。 

4.2 AR広告を利用したことがある人のAR広告

に関する意識調査 

次に AR 広告を利用したことがあると回答した

人を対象に「実際に利用してみてどのような点が

魅力的・便利だと感じたか」と複数選択可能の形

式で問うたところ，「商品・サービスの疑似体験

ができる」と回答した人が 72.7％，「どこにいて

も店舗と同じ体験ができる」と回答した人が

36.4％，「広告っぽくなく見入ってしまう」と「印

象的でみんなに共有したくなる」と回答した人が

同じく 18.2％であった。 



  一方，「実際に利用してみてどのような点が不

便だと感じたか」と複数選択可能の形式で問うた

ところ，「通信環境が良くないと利用できない」

と回答した人が 45.5％，「AR コンテンツが物理

的世界に組み込まれるため，プライバシーを考慮

しなければならない」と回答した人が 36.4％，「例

えば家具の購入検討の際に携帯カメラでの現実世

界の計測ミスがあればサイズ感が変わり不安」と

回答した人が 9.1％，「特になし」と回答した人が

18.2％であった。 

4.3 AR広告を利用したことがない人のAR広告

に関する意識調査 

次に AR 広告を利用したことがないと回答した

人を対象に AR 広告のメリットを複数挙げ，「ど

の点に魅力を感じるか」と複数選択可能の形式で

問うたところ，「商品・サービスの疑似体験がで

きる」と回答した人が 63.5％，「広告っぽくなく

見入ってしまう」と回答した人が 36.5％，「どこ

にいても店舗と同じ体験ができる」と回答した人

が 16.7％，「印象的でみんなに共有したくなる」

と回答した人が 13.5％であった。 

 また，「AR 広告のメリットを踏まえた上で AR

広告を利用したいと思うか」と複数選択可の形式

で問うたところ，「はい」と回答した人が 72.2％，

「いいえ」と回答した人が 22.7％，「その他」と回

答した人が 6％であった。 

 

 

図 2. AR広告のメリットを踏まえた上で AR広告

を利用したいと思うか 

   

5 AR広告の普及・促進への課題 

AR 広告の課題として「ハードウェアやソフト

ウェアの普及がまだ足りない」という点が挙げら

れる。AR 広告の普及にはハードウェアや通信設

備などが密接に関係しており，AR 広告をスムー

ズにどこでも見られるようにするためには，膨大

なデータを安定して扱える通信技術を用意する必

要がある。アンケート調査においても「通信環境

が良くないと利用できない」と回答した人が多く

いたことや，現在 5G の普及が進んでいることか

ら， 5Gが完全なスペックで本格的に実現できれ

ば，AR広告の普及を一気に増加すると考える。 

 

6 おわりに 

 本稿では，AR 広告に関するアンケート調査に

よって，AR 広告の普及率の低さと使用の際の課

題が明確となったが，AR 広告のメリットである

「疑似的に商品やサービスの体験ができる」こと

で，EC サイトを中心に AR 広告を幅広く導入す

る企業が増え，顧客体験は向上していくと推察す

る。また，視認性の高いコンテンツによりユーザ

ーが内容を理解しやすい点も特徴であるため，広

告業界の課題である長時間の広告視聴を解決し，

訴求力を高める可能性も持ち合わせる。 

AR 広告が我々ユーザーに浸透し，商品の訴求

を行いながら楽しさや利便性などのメリットを届

けることで，ユーザーに新しい刺激を与えられる

ことを期待する。 
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